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有機半導体のπ電子骨格として著名な BTBTと DNTTのハイブリッド体である BTNT（ベ

ンゾチエノナフトチオフェン）骨格は、溶解性と熱物性が BTBTと DNTTの中間に位置し、

実用的な塗布型半導体材料として有望である[1]。実際これまでに、BTNT骨格をフェニル基

とアルキル基で非対称に置換した Ph-BTNT-Cnにおいて、溶解性・熱安定性・半導体特性と

いった実用特性がいずれも優れた材料が報告されている。特にそこでは、置換位置の制御に

より、非対称な棒状分子に特有な 2 分子膜型層状ヘリンボーン構造を維持しつつ[2]、上記

の３つの特性が大きく変化することが明らかになっている[1,3]。以上の結果は、塗布型有機

トランジスタ材料の構造・物性制御の手段として、置換位置の制御がきわめて重要であるこ

とを示しているが、置換基の種類や置換位置の効果に関する系統的な理解は未だ得られて

いない。本研究では、BTNT骨格にアルキル基のみをシンプルに導入したモノアルキルBTNT

誘導体を合成し、置換位置の違いによる層状結晶性と半導体特性の相関を明らかにしたの

で報告する。 

オクチル基の置換位置の異なる BTNT（Fig.１(a)）を合成し、o-xylene に対する溶解度を

測定したところ、1は 0.19 wt%、2は 2 wt%以上となり、置換位置の違いにより溶解性が大

きく変化することが分かった。また、1 の o-xylene 溶液を SiO2酸化膜付シリコン基板にス

ピンコート製膜後、120℃でアニール処理することにより、Fig. 1(b)に示すような多結晶薄膜

を得ることができた。この薄膜を用いて作製したトップコンタクト型トランジスタは、移動

度>１cm2/Vs という良好な

有機トランジスタ特性

（Fig.1 (c)）を示した。講演

では、これら BTNT誘導体

の X線構造解析の結果や量

子化学計算結果に基づき、

層状結晶性と半導体特性と

の相関について議論する。 
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Fig.1 (a)Chemical structures of monoalkyl-BTNT 1 and 2. (b) 

Optical microscope image for a film of 1. (c)Transfer characteristics 

of OTFT with a film of 1. 
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